
日本における「持続可能な発展」の10年：環境法学・環境経済学・環境社会学の視点から
511教室　 13:10-14:40
司会： 植田和弘［京都大学：環境経済・政策学会］
・環境法学の視点から 淡路剛久［立教大学：環境法政策学会］
・環境経済学の視点から 寺西俊一［一橋大学：環境経済・政策学会］
・環境社会学の視点から 長谷川公一［東北大学：環境社会学会］

第 I 部

第 II 部

第 III 部

■分科会 A　日本の温暖化対策（温暖化対策大綱）を検証する
511教室　 15:00-17:00
コーディネーター： 大塚 直［早稲田大学：環境法政策学会］
パネリスト： 松下和夫［京都大学：環境経済・政策学会］

池田寛二［日本大学：環境社会学会］
東京都担当者［東京都環境局企画課］
高橋秀夫［経団連・環境技術部長］

■分科会 B　持続可能な都市を目指して
833教室　 15:00-17:00
コーディネーター： 田中 充［法政大学：環境社会学会］
パネリスト： 大久保規子［甲南大学：環境法政策学会］

諸富 徹［京都大学：環境経済・政策学会］
太田勝敏［東京大学：日本都市計画学会］
岸上みち枝［国際環境自治体協議会］

交流会（懇親会）
教職員食堂　 17:30-19:00
懇親会費： 一般 2,000円　院生・学生 1,000円

1992-2002
13:00-17:00; Sunday, June 9, 2002
Ichigaya Campus, Hosei University, Tokyo, Japan

Sustainable Development:
Examining the 10 Years of Japanese Experience

申し込み・問い合わせ先 E-mail: mtanaka@mt.tama.hosei.ac.jp　法政大学社会学部田中充研究室
Fax: 042-783-2386　法政大学社会学部舩橋研究室
Postcard: 〒194-0298　東京都町田市相原町4342　法政大学社会学部舩橋研究室

シンポジウム参加費 500円

D
es

ig
n 

an
d 

C
op

yr
ig

ht
 ©

 b
y 

Sa
b 

H
or

ik
aw

a,
 2

00
2.

あいさつ + シンポジウム趣旨説明　　　13:00-13:10

 


